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Ⅰ
D.Chem-Core
の全体概要



4.本システムの⽬的・特徴
 D.Chem-Coreと命名
• https://www.nies.go.jp/dchemcore/
• Chemical Risk Assessment and Management Resource Core for Disaster and Emergency
• 国⽴環境研究所サイト内、2023年5⽉に公開
• ”D.Chem-Core“、“dchemcore”、“dchem”などで検索してください

 D.Chem-Coreは何を⽬指すのか︖
• 専⾨家・⾮専⾨家ともに利⽤可能で、⾮常時のリスク管理の⼀助になる
• どんな災害・事故でも利⽤価値がある
• 初⾒でもストレスなく（or ストレス少なく）利⽤できる

 多様な事象に対応できるように
• 決まった使い⽅を想定せず、回遊性（相互に⾏き来できる）を重視
• 多⾓的なメニューを整備し、様々なニーズへの対応⼒を強化
• システム内外の区別なく情報とリンクを整理
（有⽤な情報に到達できることを重視）



5. トップページ
 上部にメニュー群を配置

 状況別メニュー
 ⽬的別メニュー
 情報全体から検索
 リンク集

サイトの概要説明
掲載情報リスト
利⽤規約
問い合わせ先 など



6. メニューの構成
 クリックするとサブメニューが表⽰され、クリックでさらに
詳細が表⽰される（各メニューの詳細は後述）

⽬的別メニュー状況別メニュー



Ⅱ
状況別メニュー



8. 状況別メニュー
•現状把握のため（物質や事業所の所在、物質の存在量）

•事前対策のため（対策⽴案のための情報、過去の事故事例）事前

•物質の探索（何が排出されている︖物質を特定するために）

•状況の把握（放出量、放出先情報などを知りたい）発⽣直後

•環境調査計画にむけて（適した分析法、過去の調査事例）

•シミュレーションの実⾏調査・検討

•緊急的対策⼿法や過去の事例における対策を知りたい事中の対策

•健康影響や⼟壌汚染等の可能性

•物質の除去技術事後の対応



9. 状況別︓事前①
クリックで
詳細説明

 関連物質が得られる内部・外部のリン
クを併記

 リンクやその名称だけでなく、説明⽂
を記載することで利便性を向上



10. 状況別︓事前②



11. 状況別︓発⽣直後



12. 状況別︓調査・検討



13. 状況別︓事中の対策



14. 状況別︓事後の対応



Ⅲ
⽬的別メニュー



16. ⽬的別メニュー
• 物質名称等からの検索

• カテゴリからの検索
物質情報検索

• 地図上での検索やユーザーデータの地図表⽰など

• 都道府県から絞り込んでPRTR事業所を検索
地理情報検索

• 媒体や使⽤機器による絞り込み分析法検索

• 既存の⼤気モデル（ALOHA）を⽤いた予測
曝露予測

（⼤気モデル）

• 媒体やTier（想定する時間軸で急性、亜急性、慢性の3段階）を選択し、発災シナリ
オやケーススタディを表⽰

発災シナリオと
ケーススタディ

• PRTR物質を検索し除去技術のリストを表⽰

• 「既存の化学物質除去対策データベース」のダウンロードも可
除去技術



17.物質検索（名称より）

候補を表⽰

次スライドで詳述



18. 物質検索（カテゴリ）
 複数のカテゴリに合致す
る物質を絞り込む

 情報はデータベースで管
理しているため、追加や
変更が容易に可能

該当物質数

カテゴリの選択（例）

物質リスト

⾊と臭い

物性



19. 物質情報ページ（全体像）
物質名称やPRTR Noなど基本情報

急性曝露を想定した毒性値情報
（時間が限定された曝露）

毒性値情報

「情報全体からの検索」（後述）で本物質を
含む情報種別と個別情報リスト

情報種別
⼀覧

本物質についてのD.Chem-Core内の別ページへのリ
ンク

関連内部
リンク

本物質についての外部ページへのリンク
関連外部
リンク

• 本物質を含むカテゴリ

• カテゴリ検索で利⽤しているカテゴリ

化学物質の
分類

p.20

p.21

p.22



20. 物質情報ページ（毒性）

急性曝露ガイドライン濃度
（US EPA、AEGL）

⼤気中濃度で表⽰
曝露時間（５種類︓10分〜8時間）
影響レベル（３段階︓不快レベル、
障害レベル、致死レベル）

緊急時モニタリング実施指針
（⽇本環境化学会有志）

⼤気中濃度で表⽰
緊急時A基準（作業環境と同等）
緊急時C基準（作業環境より遥かに⼩
さな危険にとどまる状況）

トルエンの例

時間が限定された曝露についての毒性情報



21. 物質情報ページ（情報種別）
トルエンの例

 「情報種別」（グレー部分）をク
リックすると個別情報のリストが表
⽰

 ID（数字）をクリックすると個別情
報ページ（後述）に遷移

本物質を含む個別情報（後述）
の数を情報種別ごとに表⽰



22. 物質情報ページ（物質分類）
トルエンの例

本物質を含む「化学物質の分類」を
カテゴリの種類ごとに表⽰

クリックした「化学物質の分類」の中で、
本物質が該当するものをリストで表⽰

クリックで
⼀覧表⽰

クリックで
⼀覧表⽰



23. 地理情報検索（概要・抜粋）
 地図検索
• 地図をクリックしポイント描画
• 選択した緯度経度の近傍のアメダスデータ表⽰

 地図からのPRTR事業所検索
• 地図上でPRTR届出事業所を表⽰
• 選択したPRTR届出事業所の届出物質リストの表⽰
• 各物質の推定在庫量表⽰

 ユーザーデータ表⽰
• ユーザーが作成した緯度経度と値を地図に描画
• GISデータのインポートとエクスポート

 住所からのPRTR事業所検索
• 都道府県、市区町村を選択し、事業所リストを表⽰。
さらに事業所選択することで当該事業所からの届出
物質⼀覧表⽰など。

地図機能は
p.38〜
で詳述

p.24で紹介



24. 都道府県からPRTRデータ検索①

物質ページからのリンクで遷移してきた場合物質が選
択された状態になる化学物質

⼀つ選択する都道府県

現状では2019年度のみ年度

当該物質（or PRTR全物質）のデータがある市区町村
のリスト。クリックすると事業所リストが表⽰市区町村

 当該物質（or PRTR全物質）のデータがある事業所
（名称、住所、業種等）のリスト

 クリックすると物質リストが表⽰
事業所

次のスライドに続く



25. 都道府県からPRTRデータ検索②

 物質リスト（排出量、移動量表⽰）
 左端のIDをクリックすると物質情報ページへ
 物質を選択すると在庫量推定のための情報を
下に表⽰

物質の選択

 在庫量計算のための情報⼀覧
選択情報と
変換係数

 在庫量の推定計算式の表⽰
 ⼿動で数値変更も可能

排出・移動総量
と推定在庫量

 住所や緯度経度を表⽰
 Google Mapで住所検索（外部リンク）
 当該緯度経度を内部地図ページで表⽰

住所



26. 分析法検索
物質カテゴリ

媒体・分析機器

 物質カテゴリ（VOC、農薬、界⾯活性
剤、PPCPsなど）を選択し、分析法のリ
ストを表⽰

 媒体（⼤気、⽔）、分析装置（可搬装
置、GC-MS、AIQS-GCなど）を選択し、
分析法のリストを表⽰

 検索結果の表⽰（名称をクリッ
クすると詳細情報ページへ）

 検索結果（分析法の⺟集団は上
と同じ）



27. 曝露予測（⼤気モデル）
条件選択 物質︓トルエン、1,2-ジクロロエタン

⼤気安定度︓D（昼間）、F（夜間）

流出時間（分）︓10、60

⾵速（m/s）︓1.5、３
予測結果表⽰

物質の流出速度（kg/s）ごとに
急性曝露ガイドライン濃度
AEGL3（致死）
AEGL2（障害）
AEGL1（不快）
を超える範囲（m）を表⽰



28. 発災シナリオとケーススタディ
媒体・Tier選択 媒体︓気圏、⽔圏、⼟壌圏

Tier︓ Tier1（急性毒性）
Tier2（亜急性毒性）
Tier3（慢性毒性）

物質選択

 検索結果の表⽰（名称をクリッ
クすると詳細情報ページへ）

現在の掲載事例は1件のみ

 検索結果（事例の⺟集団は上と
同じ）



29. 除去技術の検索①
候補を表⽰物質選択（PRTR物質）

 掲載している全除去技術
（４４件）の⼀覧表⽰

 選択物質に適した除去
技術（上位３件）を
スコアとともに表⽰

適した除去技術

全除去技術の⼀覧



30. 除去技術の検索②
 ダウンロードファイル
• 既存の化学物質除去対策データベース Ver1.24 （⼤阪⼤学井上⼤介先⽣の成果）

漏洩状況ヒアリングシート

基本事項

漏洩物質

現場状況

候補技術（上位5つ）のスコア⽐較

スコアの詳細



Ⅳ
情報全体から
の検索



32. 情報全体からの検索（特徴）
 このページのコンセプト
• 様々な種類の情報を全て⼀つのデータベースに格納する
• それらの情報を“⼀つの画⾯”から絞り込めるようにする
• 検索も多⾓的にできるように
• “情報タグ”をつけることでそれらの機能を達成

 残存している課題
• 情報の単位化ルールの改善（個別情報の設定⽅法）
• 情報の絶対量の不⾜
• 情報タグリストの精査



33. 情報全体からの検索（概要）

起動要因 シナリオ要素

該当情報リスト

残留・
⻑期直後事中事前

・・・環境
情報

対象
物質

対象地域・
時刻

横（時間推移）

縦（情報の性質別）

【①起動要因の選択】
⾃然災害︖事故︖など

【②シナリオ要素の選択】
・“情報タグ”を２次元で整理
・階層的な情報タグ分類
（⼤（縦、横）、中、⼩）

【③該当件数】
情報の種類別に件数を表⽰

【④該当情報のリスト】

情報種別



34.起動要因とシナリオ要素

AND条件、OR条件を
選択

 ⼤分類・中分
類で構成

 ⼤分類
・⾃然災害
・事故
・不適切処理

起動要因 AND条件、OR条件を選択

チェックしたタグを有する情報のみ検索

項⽬名（紺⾊部分）を
チェックすると列全体、⾏
全体を選択することが可能

セル内中分類の＋マークをク
リックすると⼩分類が展開さ
れる



35. 情報種別ごとの該当件数
起動要因やシナリオ要素の情報タグを選択・変更すると、
⾃動的に条件を満たすデータの件数が更新される

条件なし

条件を満たすデータ件数

条件を変更すると
⾃動的に件数が
更新される

情報種別ごとのデータ件数

起動要因



36. 個別情報への流れ
条件（情報タグ）を選択 → 情報の種類を選択 → 個別情報リスト表⽰
→ 個別情報選択 → 個別情報ページへ

⽔害に絞る

排出事象を
クリック

個別情報のリスト
が表⽰される

個別情報IDを
クリックすると
個別情報ページが
表⽰される

次スライドで詳述



37. 個別情報ページ
 情報種別やタイトル、概要
 関連URLなど概要・基礎的情報

 起動要因とシナリオ要素
 関連づけされたもののみ表⽰関連情報タグ

 各シナリオ要素の詳細内容
情報タグの詳細内容
（⼀般情報）

 物質リスト
 各物質の付属情報

情報タグの詳細内容
（物質情報）

 本物質に関連づけされた情報
タグを選択し、同じ情報タグ
を有する別情報を検索する

関連情報の検索



Ⅴ
地図表⽰機能



39. 地図表⽰ページの構成
機能をタブで整理

・背景マップ選択
・緯度経度の取得
・マップのインポート・エクスポート
・アメダスデータ取得など

例︓PRTR届出データ描画
・物質選択
・業種選択
該当する事業所をアイコンで表⽰

 マップの表⽰と右側タブでの機能切り替え

具体的な機能は
次スライド以降で詳述



40. 地図変更・操作
 地図画⾯サイズ変更

 地図の拡⼤・縮⼩

 地図の全画⾯表⽰

 地図画像のダウンロード

 地図データファイル
（GeoJSON, kml, GPX)
を選択してマップに表⽰

次スライド
で詳述



41.
地理院地図

 マウスオンで表⽰

地図変更・操作
淡⾊地図

⽩地図

ベースマップ
の変更

オープンストリートマップ

⽩地図＋⾊別標⾼＋陰影起伏

 ユーザーが作成・追加
したデータの表⽰・⾮
表⽰を変更可能

地図右上

淡⾊地図＋洪⽔想定

標⾼やハザードマップを
重ねる



42. ポイント描画機能

マークの指定（＋、⽮印（⾵向）、英⽂字）

マークの
⾊を指定

マップ上をクリック
してマークを描画

緯度、経度の地点
にマークを描画

現在地
（スマホ等を想定）
にマークを描画

ポイントデータを
GeoJSON形式で
エクスポート

クリックした地点
の緯度経度を表⽰



43. 円の描画

円の半径を指定

円の
⾊を変更

緯度経度（前スライド）を中⼼に円を描画

全ての円を消去 円ポリゴンデータを
GeoJSON形式で
エクスポート



44. 河道ライン描画

クリックすると推定流量が表⽰される

表⽰部分の⼀級、⼆級河
川のラインデータを描画



45.

ページ下部に表が追加される

アメダス気象データ

マップ上は
変化なし

地図表⽰ページを開いた⽇時が
デフォルトで⼊⼒されている

ポイント描画機能で指定した「緯度経度」の
近くのアメダスデータを⽇時を指定して取得・表⽰

アメダスの⾵
向の値と
ポイントの
マーク（⾵
向）は対応
している



46. PRTR届出事業所表⽰①

候補を表⽰

物質の選択（未選択の
場合全物質を検索）

マップ表⽰範囲内の
対象事業所を描画

業種ごとに選択可能

業種ごとに
アイコンが
異なる

アイコンをクリックす
ると事業所情報が表⽰

次スライドで詳述



47. PRTR届出事業所表⽰②

マップ上のアイコンを
クリックすると事業所
情報が表⽰される

詳細表⽰ボタンをクリックすると物質リストと排
出・移動量、推定在庫量が表⽰される

左端のIDをクリックすると
物質ページへ



48. ユーザーデータ表⽰機能（概要）

 概要
• ユーザーが⼊⼿した何らかの情報を地図上に表⽰する
機能はD.Chem-Coreに必要だろう

• シンプルな設計を⽬指し、ポイントデータの描画機能に
限定した

• 緯度経度と数値だけで地図に表⽰する
• ポリゴン（範囲を指定する図）の描画などGIS的な作業は
他のサイト（例︓重ねるハザードマップ）でもできる。
（データのインポートで表⽰可能）

 特徴
• データは利⽤者のPC内だけに存在する（サーバにアップ
される訳ではない）ため、機密性確保ができる

• テキストファイルやExcelファイルでデータ作成可能なの
で、関係者間での共有に便利



49. ユーザーデータ表⽰機能（⼊⼒）

データ⼊⼒⽅法1 テキスト（txt）ファイル

データ⼊⼒⽅法2 Excel（xlsx）ファイル

データ⼊⼒⽅法3

直接⼊⼒、テキスト・Excel
データのコピペ

テンプレートのダウンロード

１⾏⽬は項⽬名、２⾏⽬以降はデータ本体 次のスライドに続く



50. ユーザーデータ表⽰機能（描画）

データ⼊⼒後
データが格納される

設定でデータを読み込み、
↓の凡例の境界値が設定される

⾊はそれぞれ
変更可能

等⽐間隔 or 等差間隔

境界値もそれ
ぞれ変更可能

・マップ上にデータ描画
・再描画時には描画済みのポイントは削除



51.

事故地点
周辺を拡⼤

地図の想定活⽤例１
 ⼟砂災害により事故が発⽣、⼤気への拡散が懸念されるケース

1.事故等発⽣場所⼊⼒（＋マーク）
住所などからおおよその場所をクリック

2.近傍のアメダスデータより⾵向⼊⼒（→マーク）
⽇時指定、気象データの緯度経度と⾵向をマップに反映

500m

1km

3.事故地点（→マークに）
アメダス結果より⾵向を予測

4.ハザードマップ（⼟砂）
被害地域の予想

5.近傍のPRTRデータ表⽰
関係するかもしれない事業所

6.事故地点からの距離描画
500m、1000mの円を描画



52. 地図の想定活⽤例2
 洪⽔により事故が発⽣、河川への流出が懸念されるケース

1.事故等発⽣場所のハザードマップ（洪⽔）
被害地域の予想

2.近傍のPRTRデータ表⽰
被害を受けている可能性のある事業所

3.事業所クリック
事業所の情報表⽰

4.詳細表⽰ボタンクリック
取扱物質のリスト
・PRTR排出移動量
・推定在庫量

5.河川描画、クリック
流量表⽰（平⽔、豊⽔）



53. 地図の外部リンク機能
重ねるハザードマップ

Googleマップ

川の防災情報

⽔⽂⽔質DB

同⼀地点
近傍の地
図を表⽰

重ねるハザードマップ

Googleマップ

川の防災情報

⽔⽂⽔質DB

その他
関連データを

地図で表⽰可能な
ページ



Ⅵ
有⽤情報
リンク集



55. 外部リンク集（分類）

2024年5⽉末時点

 情報の種類ごとに分類（括弧内はリンクの数）

1. 事故事例（１２）
2. ⼀般化学物質の安全や取扱に関する⽅法（８）
3. 化学製品・試薬・医薬品・農薬・添加物（８）
4. 化学物質の毒性（５）
5. 緊急時のガイドラインや作業環境・⼀般環境にお
ける許容濃度等（１２）

6. 災害・事故等のリスク管理（１６）
7. 総合的な化学物質情報検索サイト（１１）
8. 化学物質の環境中濃度（５）
9. 事故調査記録・研究報告等（１６）



56. 外部リンク（抜粋１）
特徴
• 国・地⽅⾃治体の対策事
例集や対策マニュアル

• リンクだけでなく、簡単
な内容の紹介も掲載



57. 外部リンク（抜粋２）
特徴
• ⾃治体中⼼に情報収集
• 実際に対応した記録や調査研究
を中⼼に収集

分類
• 事故全般
• 油流出
• 界⾯活性剤・発泡
• ⽕災
• 農薬
• ⿂類へい死
• 河川着⾊
• 地下⽔汚染



58. おわりに
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